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それに対して動画の方は、細い回線だと 2FPSつまり 1秒間に 2フレームくらいですが、
そうすると送ることが出来るものと送れないものが出て来るわけです。何が送れないかと
いえば、例えば、野球中継や相撲が 1FPSの回線、つまり I秒に 1コマの動画で、観れるの
かとかいうことです。先ほどの浅井先生のお話の中で、カメラが固定されていなかったと
いう話が出ましたけれど、フレームレートが落ちると、カメラの手振れがすごく影響して
くるわけで、そういう事を考慮に入れないといけない。例えば、遠隔授業でビデオが秒間
1コマしか送れないということを意識するのとしないのとでは、それが良いのか悪いのか
は別として、だいぶ効果が違うわけです。秒間 1コマしか送れないとなるとどうしても余
計な動きは少なくして、見せたい資料は長く写すようになるわけです。一瞬写してパッと
やると、もしかしてそれは写つてないかもしれないので、そういうことが起こらないよう
にしなければいけない。それから、先ほど音声が半二重でしか行かないということを話し
ましたが、これは十分注意しなければいけなくて、質疑応答の時よく問題になるんですが、
音戸が半二重になってるということを十分に意識してやれば、結構うまくいくんですが、
そういうことになっているということに気づいてないで話をすると、言葉が落ちていたり
することがあって、うまくいかなかったりします。
逆に言いますと、伝送路を確保して 2フレームは必ず行きますよと、それから半二重でや
れば音戸は絶対落ちませんよというふうにやると、結構インターネットでもコミュニケー
ションが出来るわけです。今回、神戸と長崎の問で実験をするということになれば、ここ
ら辺りの所に注意して実験すれば、問題無くやれると思うわけです。。
では、これからピデオをご覧いただきます。
((デモ))
これは、注意してやれば、どれだけのクオリテイの動画像と音声を得られるかという事
を示しています。で、もしもこれで良いようでしたら、次の実験ぢこのようにやっていこう
と思っています。これは、 ISDNの 128Kbpsでつながっているノートパソコンから別のデ
スクトップに映像を送っていて、非常にスケジ、ューリングをうまくしてあります。ここで
注意して頂きたいのが、音声が絶対切れていないということです。それから動画像も落ち
てません。これは回線の太さを、送る事ができる音声と動画の量を計算して、落ちないよ
うにしてあるんです。まあ、遠隔授業の場合ですと、あんまり動きがありませんので、む
しろ一つ一つのデータの映像の完成度の高さというのが、多分問題となると思います。で
すからフレームレイトを落としでもあんまり落ちないですし、音声は絶対に落ちないよう
にするっていうふうにやっていけば、うまく行くのではないかと思うわけです。
かなり資料の方は省略しますが、例えばですね、長崎の学校と長崎の博物館と神戸の学校
をそれぞれ 128KbpsのISDNでつなげれば、今みたいな音声のやりとりは出来ると思いま
す。動画像は 1~2FPS 、音声は途切れませんけれど半二重で伝えることが出来るでしょう。
ISDNという話をしましたが、長崎と神戸の聞は、実は SINETという学術情報ネット
ワークというプロパイダでつながっていまして、神戸から長崎へのトラフイツクというの
-68 
は、例えば、神戸のある人が、長崎へ実験に関係無くデータを送りたいと思った時にも、ど
うしても影響を受けるわけです。そういう従来考えてきたことを排除して、インターネット
プロトコルを使って、どこまで実験が出来るか。まあこういうことがうまく出来るように
なると、将来の先ほど言いました資源予約技術とかで、回線が確保された状態で 128Kbps
をいかに、 1ピットも無駄にしないように使い尽くすことが出来るような使い方、そうい
うところに焦点を当てて実悪食していけたらいいなと思うわけです。
インターネットを使った遠隔授業というのは、各地で皆さん始めてますし、実際やって
ますが、ちょっと視点を変えて、インターネットを授業に使う意義というところを考えてみ
たいのです。いらないところはちょっとはしよって、本当の意義を導き出すような実験をし
てみたいと思うわけです。ですから回線は切れない、それから音声も注意して切れないよ
うにしてやった上で、これは将来的なインターネットの使い方になるんですけれども、ど
こまで高度なものを求められるかということを学校の先生方で追求するという実験みたい
なことをやってみたいと思うわけなんですs
少々散漫になって申し訳ないんで、すが、これで終わらせていただきます。
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